
講座番号 １８２ 

 
令和４年度新規採用者研修「幼稚園教諭２」講座 実施要項 

 
１ ね ら い  「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を基に、幼小の接続を踏まえた幼児児童へ

の指導や支援について理解し、自校（園）の接続カリキュラムの実践につなげる。 
 
２ 受 講 対 象  【新採】教諭（幼等） 
                    ※該当者は全員受講すること。 
 
３ 受 講 者 数  １９名 
 
４ 日 時  令和４年６月１６日（木） １０：３０～１７：００ 
 
５ 会    場  京都府総合教育センター 
 
６ 日    程 

 
７ そ の 他 
 (1) 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、「健康チェックシート」を京都府総合教育センターホー

ムページ（ＩＴＥＣ）から事前にダウンロード・記入の上、持参してください。また、会場は座席の間
隔をとり、換気を行います。マスクの着用、センター玄関での手指の消毒又は石鹸での手洗い等を各自
行ってください。 

(2) 携行品 
①自校種の教育要領（平成２９年告示） 
②自園の教育課程（指導計画）やアプローチ及びスタートカリキュラム 
※演習で資料として使います。 

(3) 注意点 令和４年度育ちと学びをつなぐ幼児教育＆生活科講座Ⅰと合同で実施します。 
 
８ 担 当 部  研修・支援部（０７５ʷ６１２ʷ２９５２） 

時 間 講義題等 講 師 

10：30～12：00 
実践発表
研究協議Ⅰ 

幼児の主体性を育てる環境構成 

京都府公立幼稚園 
教員        （調整中） 
鳴門教育大学 
教授       木下  光二 
京都府総合教育センター 
研究主事兼指導主事 植田  博樹 
京都府幼児教育センター 
幼児教育アドバイザー 狩野 理恵子 
幼児教育アドバイザー 河嶋 喜矩子 
幼児教育アドバイザー 菅原 さと子 

13：00～16:00 講義・演習 
育ちと学びをつなげる幼小の接続
～保育・教育の質、接続カリキュ
ラム作成、記録と発信の重要性～ 

鳴門教育大学 
教授       木下  光二 

16：00～17：00 研究協議Ⅱ 接続カリキュラムの効果的な活用 

鳴門教育大学 
教授       木下  光二 
京都府総合教育センター 
研究主事兼指導主事 植田  博樹 
京都府幼児教育センター 
幼児教育アドバイザー 狩野 理恵子 
幼児教育アドバイザー 河嶋 喜矩子 
幼児教育アドバイザー 菅原 さと子 


